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２０１０年 愛知県農業総合試験場の１０大成果

園 芸 研 究 部

大玉トマトを袋培地で栽培している農家は、単価の高い10月出荷や暖房経費を低減

させるため作型の前進化について強い要望があるが、本開発技術を利用することにより

７月に定植した場合でも、尻腐果や生育障害の発生を軽減することができる。

成 果 の 内 容

開発の背景・ニーズ

愛知県農業への貢献

袋培地を利用した大玉トマトの栽培は順調に増加してきました。近年は単価の高い10
月出荷や暖房経費の低減などのため作型が前進化し、7月の定植が増えていますが、7月
定植では夏の高温のため尻腐果や生育障害が発生してしまいます。そこで、袋培地の大

玉トマト夏期高温対策の開発に取り組みました。

－暑い夏でも品質保証のおいしいトマトが栽培できます！ー

袋に保水性のある不織布を掛けて、通路から散水チューブで午前９時から午後７時まで

30分毎５分間（２Ｌ/袋）散水する。

保水性不織布＋散水が、従来の遮熱シートに比べての効果

◎尻腐果や生育障害の発生がほとんど無くなった。

◎一日の平均培地温で1.9℃、最高培地温で4.2℃下げることができる。

◎10a当たりの可販果収量が1.77t多く、不良果収量が0.85t少ない。
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